






1.エンザイムイムノァッセイによる濾紙血液 TSH 測定用自動分析装置の開発 

昨年度報告した一段階サンドイッチ法による TSH エンザイムイムノアッセイ(EIA)の半自

動分析装置を開発した。すなわち抗 TSH抗体を固相化した試験管に,血液ろ紙 3㎜径 2枚と

,緩衝液 150μ1,β-D-ガラクトシダーゼ標識抗TSH(GAL-抗 TSH)100μl を入れ,25℃一夜イ

ンキュベート後,洗浄液を入れ,ラック毎全体を転倒,内容除去し,洗浄を 3回反復する。こ

の試験管を,自動分析器にかけると,あとは自動的に基質(4-methylumbelliferyl-β

-D-galacto pyranoside)が分注され,37℃60 分インキュベート後,停止液が入り,吸引して

螢光強度が測定される。さらに,接続しているコンピューターにより,各サンプルの測定値

が読みとられ,その分布がプロットされるようになっている。図はその一例である。いずれ

にしても本法は,多数検体を簡単に処理することができ,今後のクレチン症マス・スクリー

ニングに有用と考えられる。 


